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１.サービス連携システム

•特徴
– サービス単位で実装されたWebサービスを利用
– 複数のWebサービスの連携情報を記述したビジネスプロセス

(BP)　をビジネスプロセスエンジンにて解釈・実行
⇒付加価値の高い新しいサービスを実現することができる.
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2.サービス連携システムの構成要素 -Webサービス-

入出力インタフェースの仕様のみ記述・
公開（ex. WSDL)

事前条件・事後条件・発生例外等の詳細
仕様を記述・公開(ex.OWL-S)

Webサービス
仕様の記述

Webサービス
仕様の記述

従来

近年

Webサービスを呼出す
時点で真になっていな
ければならない条件

Webサービスの実行に
成功した場合に満足さ
れる条件

•コンピュータシステムの機能に標準のインタフェースを持たせ，
他のコンピュータシステムから利用可能にしたもの
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2.サービス連携システムの構成要素　-ビジネスプロセス(BP)-
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N1N1

x>0x>0 判断ノード

ビジネスプロセス上で定義された変
数. 開始ポイントの入力値やWebサー
ビスの出力値を格納できる.

Webサービス呼出ノード.　呼出対象
のWebサービスに与える入力, Web
サービスからの出力を定義.

終了ポイント. 出力を定義

開始ポイント. 入力を定義

•制御フローで結合されるWebサービス呼出ノードと判断ノー
ドの集合

•ビジネスプロセス記述言語(ex.BPEL4WS)に従いXML形式
で記述

BPの記述BPの記述

5 Copyright 2006 NTT DATA CORPORATION

　3.サービス連携システムにおけるテスト設計の課題(1)

課題1：BPとWebサービスの仕様の整合性

BP

WSWS

従来従来

レビュー

BPで利用するWebサービスの増加

人的な検証漏れ

WSWS

BP

問題点問題点

整合性検証

BPとWebサービスの仕様との整合性を
自動検証する.

BPとWebサービスの仕様との整合性を
自動検証する.

解決解決

•他者提供のWebサービスをBPの記述により連携
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3.サービス連携システムにおけるテスト設計の課題(2)

課題2：テスト項目やテストケースの生成およびテストの実行

S

N1N1

x>0 and y<0x>0 and y<0

N2N2 N3N3

x>0x>0

E
NeNe

Yes

Yes
No

No

Exception Ea

従来従来

N1N1 NeNeS E

N1N1 N2N2S E
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::

テストケース

問題点問題点

BPの複雑化

テストケースが膨大

テストケース設計漏れ

誤順序によるWebサービス実行

Webサービス提供者全員に
膨大な経済的損失を招く

解決解決 テスト項目とテストケースの自動生成
実行不可能なテストケースを除外し，テストすべ
きパスを自動設計する

テスト項目とテストケースの自動生成
実行不可能なテストケースを除外し，テストすべ
きパスを自動設計する

テストケース設計
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4.ビジネスプロセス設計試験支援ツールbiz∫

自動化
自動化

Eclipseによる
プロセスモデルの作成・変更

biz∫Studio

既存ｻｰﾋﾞｽ
／ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
の蓄積

実行可能な
ΣServフロー

biz∫Repository

設計文書設計文書

ソース・バイナリソース・バイナリ

検索

biz∫Tester

自動化自動化

①ビジネスプ
ロセス定義

②ビジネスプロセス設計

③実行可能プログ
ラム自動生成

テストケース・テストデータ
の自動生成およびテスト自
動実行

④試験実施

【①設計作業の半自動化】
外部仕様記述から設計テンプレート抽出機能
要件記述からのサービス検索機能
設計バリデーション（静的検証）機能

【②製造作業の自動化】
実行可能プログラム自動生成機能

【③試験作業の自動化】
テスト項目・テストケース自動生成
機能
スタブ・ドライバ自動生成機能
テスト自動実行機能

迅速な
システム化
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4.ビジネスプロセスエディタ例
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4.テスト項目一覧例
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4.テストケース一覧例
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5.整合性検証

x出力

y < 0事前条件

x+y = 0，y < 0事後条件

Ea,Eb発生例外

x,y入力

N1のWebサービス仕様S
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x>0 and y<0x>0 and y<0
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x>0x>0

E
NeNe

BP

Yes

Yes
No

No

Exception Ea

入出力インタフェースの検証

発生例外の検証

事前条件・事後条件の検証

• Webサービスの仕様として，入出力インタフェース，
発生例外，事前条件，事後条件を考え，ビジネスプロセ
スとWebサービスの仕様の整合性を検証
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6.ビジネスプロセステスト支援　-テストケース設計手順(1)-

手順１
パスの作成

手順１
パスの作成

手順２
代入・条件リスト作成

手順２
代入・条件リスト作成

手順3
実行可能性検証

手順3
実行可能性検証

S

N1N1

x>0 and y<0x>0 and y<0
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手順1：パスの作成

N1-N3間のパス

ｘ≦0, y≧0, x+y > 0, y > 0d
ｘ＞0, y≧0, x+y > 0, y > 0e

ｘ≦0, y＜0, x+y > 0, y > 0c
条件

x+y > 0
N1の事後条件 N3の事前条件

y > 0 SS

N1N1

N2N2 N3N3NeNe

EE

a

b c d ef g

h
ijk

a(f+g)k+a(c+d+e)h*i + abj

• Webサービスの仕様を利用して，実行不可能な遷移パスをテスト
ケースから除外し，実行可能なテストケースを自動設計する．
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6.ビジネスプロセステスト支援　-テストケース設計手順(2)-

ｘ≦0, x+y > 0, y > 0h
ｘ≦0, y≧0, x+y > 0, y > 0d

ｘ＞0, x+y > 0i

y < 0a
条件識別子

開始ポイント（S)の入力：x,y
N1,N2の出力: x xN3

xN3

xN1

x,yS

i

h

d

a

ｘ≦0, x+y > 0, y > 0

ｘ≦0, y≧0, x+y > 0, y > 0

ｘ＞0, x+y > 0

y < 0

条件変数

x4N3

x3N3

x2N1

x1,y1S

i

h

d

a

ｘ3≦0, x3+y 1 > 0, y 1 > 0

ｘ2≦0, y1≧0, x2+y1 > 0, y 1 > 0

ｘ4＞0, x 4 +y 1 > 0

y 1< 0

条件変数

手順3：実行可能性検証

代入条件リストの条件を数理計画ソルバーによって解く.
解がなければ, 実行不可能なパスであり, テスト対象外となる.

手順１
パスの作成

手順１
パスの作成

手順２
代入・条件リスト作成

手順２
代入・条件リスト作成

手順3
実行可能性検証

手順3
実行可能性検証

手順2：代入条件リスト作成
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7.評価

• ワークフロー制御機能の開発について，biz∫を利用した場合
のビジネスプロセスの設計工程からテスト工程を評価

• 開発手順
1. フロープログラム設計書作成
2. 設計書レビュー
3. プログラム製造
4. セルフチェック，ソースレビュー
5. 試験項目票の作成
6. 試験項目票レビュー
7. 試験手順書の作成
8. 試験手順書のレビュー
9. テストプログラム作成
10. 試験実施
11. 試験結果レビュー

ΣServ

ワークフロー制御システム

開発したシステム
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7.評価(1)：静的検証機能

• 目的：静的検証機能を適用した場合に, PD工程および後工程である
UT工程にて従来発生していたエラーを防止できる割合を評価する.

1１% 71%

PD UTレビュー指摘事項総件数の11%がPD
自動検証機能によって発生を防止す
ることが可能

故障処理件数の71%がPD自動検
機能によってPD工程にて発生を防
止することが可能

結果結果

考察考察
稼働削減　
エラー(故障）の防止により, 修正稼働を削減できる.
(設計工程での修正コストを１とすると, 試験工程での
修正コストは約12倍と算出されている*1)

*1出展：B. Boehm and V. Basili, "Software Defect Reduction Top 10 List", IEEE Computer

品質向上
PD自動検証機能により,  
後工程で発生していたエ
ラー（故障）を大幅に防止
することが可能となる.
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7.評価(2)：ビジネスプロセステスト支援機能

•テスト項目抽出基準に従ってコンディションカバレッジで，
網羅率100%で抽出可能．

•抽出されたすべてのテスト項目を消化するテストケース
生成可能．

•全テスト項目の消化時間を，従来と比較して9割以上
短縮．
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8.まとめ

•サービス連携システム向けのテストツールを提案
• Webサービスの仕様を利用し, 以下を実現
１.整合性検証

– ビジネスプロセスとWebサービスの仕様の整合性を自動検証
２.テストケース設計

– ビジネスプロセス上のテストすべき遷移パスの絞込み
•ビジネスプロセス設計試験支援ツールbiz∫を開発
レビュー稼動や修正稼動の削減，後工程での故障の発
生防止およびテスト工程の稼動削減および品質向上に
効果


